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令和元年房総半島台風被害の様子
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日
本
周
辺
で
は
、
年
平
均
26
個
の
台
風
が

発
生
し
、
全
国
各
地
に
強
風
や
大
雨
に
よ
る

被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
や
土
砂
災

害
な
ど
も
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。
２
０
１
０
年

～
２
０
１
９
年
の
10
年
間
で
風
水
害
に
よ
る

死
者･

行
方
不
明
者
は
９
４
２
人
、
住
家
被

害
は
、
８
５
，
４
４
３
件
に
も
及
ん
で
い
ま

す
。

　
風
水
害
は
山
間
部
や
河
川
部
で
の
み
発
生

す
る
も
の
と
考
え
が
ち
で
す
。
し
か
し
近
年

で
は
、
集
中
豪
雨
に
よ
り
都
市
部
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
壊
さ
れ
、
地
下
室
に
水
が
流
れ
込

ん
で
死
者
が
出
る
な
ど
、
新
し
い
水
害
も
生

じ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
よ
う
な
場
所
で
数
時
間
に
わ
た
り
集

中
的
に
強
く
降
る
雨
を
集
中
豪
雨
と
い
い
ま

す
。
気
象
庁
で
は
、
雨
量
に
応
じ
て
判
断
の

目
安
と
な
る
情
報
を
提
供
し
、
災
害
の
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
は
注
意
報
や
警
報
な
ど
を
発

表
し
ま
す
。

●�

大
雨
に
よ
っ
て
災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ
の

あ
る
と
き
は「
大
雨
注
意
報
」や「
洪
水
注

意
報
」、
重
大
な
災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ

の
あ
る
と
き
は「
大
雨
警
報
」や「
洪
水
警

報
」、
さ
ら
に
数
十
年
に
一
度
の
重
大
な

災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ
が
著
し
く
大
き
い

と
き
は「
大
雨
特
別
警
報
」が
発
表
さ
れ
ま

す
。

●�

数
年
に
一
度
発
生
す
る
よ
う
な
短
時
間
の

大
雨
を
観
測･

解
析
し
た
と
き
に
は「
記
録

的
短
時
間
大
雨
情
報
」が
発
表
さ
れ
ま
す
。

こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
、
お
住

ま
い
の
地
域
で
土
砂
災
害
や
浸
水
害
、
中

小
河
川
の
洪
水
の
発
生
に
つ
な
が
る
よ
う

な
猛
烈
な
雨
が
降
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

短
時
間
の
大
雨
に
よ
る
水
位
の
上
昇

　
河
川
、
渓
流
、
用
水
路
な
ど
は
、
激
し
い

雨
が
降
る
こ
と
や
ま
わ
り
か
ら
水
が
流
れ
込

む
こ
と
で
、
数
分
か
ら
数
十
分
で
危
険
な
状

態
と
な
り
ま
す
。

離
れ
た
場
所
の
雨
で
も
影
響
す
る

　
自
分
の
い
る
場
所
で
強
い
雨
が
降
っ
て
い

な
く
て
も
、
上
流
で
降
っ
た
雨
が
流
れ
て
き

て
、
下
流
の
地
域
で
は
危
険
な
状
態
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

注
意
報･

警
報
が
出
な
い
雨
で
も

災
害
が
発
生
す
る

　
大
雨
や
洪
水
の
警
報
、
注
意
報
の
発
表
基

準
に
達
し
て
い
な
い
わ
ず
か
な
雨
で
も
災
害

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

９
月
は
風
水
害
が

多
い
時
期

備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

自
然
の
脅
威

　
　
風
水
害
に
備
え
よ
う

　
消
防
防
災
課

	

☎
33 

― 

１
０
５
２

集
中
豪
雨
と
は

集
中
豪
雨
は
危
険
な
ん
で
す
！

台
風
と
は

　
強
風
や
大
雨
を
伴
っ
た
熱
帯
低
気
圧
の
こ

と
で
、
最
大
風
速
が
お
よ
そ
毎
秒
17
ｍ
以
上

で「
台
風
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
台
風
の
接
近
が
予
想
さ
れ
た
ら
、
気
象
情

報
に
注
意
し
、
対
策
し
て
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
ま
し
ょ
う
。

階級 風速15ｍ/秒以上の半径
大型（大きい) 500㎞以上～ 800㎞未満

超大型（非常に大きい) 800㎞以上

台風の強さの階級

台風の大きさの階級

階級 最大風速
強い 33ｍ/秒～ 44ｍ/秒

非常に強い 44ｍ/秒～ 54ｍ/秒
猛烈な 54ｍ/秒以上
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水害・土砂災害の防災情報の伝え方を再度、確認しましょう！
　避難情報や防災気象情報は５段階の「警戒レベル」を用いてお伝えしています。
　これまでの警戒レベル３の「避難準備･高齢者等避難開始」が「高齢者等避難」に変更され、警戒レベル４の
「避難指示（緊急）・避難勧告」が「避難指示」に変更されました。警戒レベル５の「災害発生情報」は既に地域で
何らかの災害が発生または切迫した状況であることを示す「緊急安全確保」となります。
　避難情報は、発令する地域を併せて発表します。（例、○○川流域、○○地区土砂災害警戒区域など）対象地
域の皆さんは、お互いに声をかけあって安全･確実に避難しましょう。
　警戒レベル３、４が発令されましたら危険な場所から避難をしましょう。ただし安全を確保できて
いるのに、危険を冒してまで移動する必要はありません。

※１ �市町村が災害の状況を確実に把握できるものではないなどの理由から、警戒レベル５は必ず発令される情報で
はありません。

※２ �避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。
※３ �警戒レベル３は、高齢者など以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、危

険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

５４３警戒レベル５は、
すでに安全な避難ができず

命が危険な状況です。
警戒レベル５緊急安全確保の

発令を待っては
いけません！

避難勧告は廃止されます。
これからは、

警戒レベル４避難指示で
危険な場所から全員避難

しましょう。

避難に時間のかかる
高齢者や障害のある人は、
警戒レベル３高齢者等避難で

危険な場所から避難
しましょう。

災害発生災害発生
または切迫または切迫

災害の災害の
おそれ高いおそれ高い

災害の災害の
おそれありおそれあり

今後気象状況今後気象状況
悪化のおそれ悪化のおそれ

気象状況悪化気象状況悪化
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風
水
害
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
風
水
害
に
対
す
る
正
し
い
知
識
や
情

報
が
必
要
で
す
。

　
気
象
庁
は
、
大
雨
や
台
風
の
と
き
、
様
々

な
気
象
情
報
を
発
表
し
ま
す
。
気
象
情
報
の

種
類
と
そ
れ
ら
の
情
報
が
ど
の
よ
う
な
状
況

を
意
味
す
る
か
、
ど
の
よ
う
に
届
け
ら
れ
て

い
る
か
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　　
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
て
い

ま
す
が
、
雨
音
や
暴
風
に
よ
り
聞
こ
え
に
く

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
の
放

送
内
容
は
、
安
全
安
心
メ
ー
ル
で
も
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
の
で
配
信
登
録
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
市
は
、
ヤ
フ
ー
㈱
と
災
害
協
定
を
結
ん
で

い
ま
す
。
避
難
情
報･

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど

の
緊
急
情
報
を「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
速
報
」

ア
プ
リ
で
発
信
し
、
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
利
用

者
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
速
報
」の
ご
利
用
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
無
料
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　
ア
プ
リ
の
地
点
登
録
機
能
活
用
に
よ
り

「
ど
こ
に
い
て
も
」市
の
災
害
情
報
受
信
が

可
能
と
な
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
だ
け
で
な
く
観
光
客
を
含

め「
誰
で
も
」市
の
災
害
情
報
を
受
信
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
自
宅
で
の
安
全
確
保
が
可
能
な
人
は
、
感

染
リ
ス
ク
を
負
っ
て
ま
で
避
難
場
所
に
行
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
既
に
災
害
が
発
生
し
て
い
て
屋
外
の
移
動

が
困
難
な
場
合
な
ど
は
、
自
宅
の
２
階
以
上

の
居
住
ス
ペ
ー
ス
に
移
動
し
て
や
り
過
ご
す

「
垂
直
避
難
」や
、
感
染
リ
ス
ク
を
考
え
、

安
全
な
親
戚
や
知
人
、
頑
丈
な
宿
泊
施
設

な
ど
に
避
難
す
る「
分
散
避
難
」が
あ
り
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
扱
い
が
、
変

わ
っ
て
も
、
感
染
す
る
こ
と
、
人
に
よ
っ
て

重
症
化
す
る
こ
と
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
感
染
の
疑
い
の
あ
る
人（
発
熱
や
倦
怠
感

な
ど
）は
、
周
囲
の
避
難
者
へ
の
２
次
感
染

を
防
ぐ
た
め
に
も
指
定
避
難
所
で
は
な
く
、

自
宅
の
安
全
な
場
所
や
車
中
で
の
避
難
も
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

安
全
安
心
メ
ー
ル
に
登
録
し
て

市
か
ら
の
情
報
を
受
け
取
れ
る

よ
う
に
し
よ
う

危
機
判
断
力
を
高
め
よ
う
！

防
災
気
象
情
報
に

　
　
　
　
　
敏
感
に
な
ろ
う

Ｙ
ａ
ｈｏ
ｏ
！
防
災
速
報

｢

避
難｣

と
は

　
　

｢

難｣

を｢

避｣

け
る
こ
と

安全安心メール
登録用

Ｙａｈｏｏ！防災速報
登録用

１　�二次元コードで登録できなかった場合は、「aam-reg@anzenlife.jp」
を入力し、空メールを送ります。

２　�メール送信後、登録用メールが届くので、メール添付のＵＲＬを選
択し、登録画面に進んでください。

３　�氏名を入力後、希望するメール（防犯・防災）を選択し、登録してく
ださい。

４　登録が完了すると、登録完了メールが届きます。

安全安心メール配信登録方法
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災
組
織
補
助
金
の
交
付
、
災
害
情
報
の
周

知
な
ど
も
含
み
ま
す
。

　
各
家
庭
で
の
備
え
は
、
ま
ず
最
初
の
３
日

間
を
自
力
で
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
考
え

ま
し
ょ
う
。
ま
ず
必
要
な
の
が
飲
料
水
、
食

料
、
そ
し
て
ト
イ
レ
で
す
。
特
に
ト
イ
レ
は

１
日
も
我
慢
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
大
規
模
災
害
で
は
水
道
、
ガ
ス
、
電
気
は

使
え
な
い
も
の
と
想
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
で
必
要
な
も
の
を
考
え
、
準
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
マ
ス
ク
や
体
温
計
を
準
備
し
ま
し
ょ

う
。

　

携
帯
用
飲
料
水
、
食
品（
カ
ッ
プ
麺
、
缶

詰
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
）、
貴
重
品（
通
帳
、

印
鑑
、
現
金
な
ど
）、
救
急
用
品（
三
角
巾
、

絆
創
膏
、
は
さ
み
、
消
毒
液
、
お
薬
手
帳
、

常
備
薬
な
ど
）、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
災
ず
き

ん
、
軍
手（
厚
手
の
手
袋
）、
ラ
イ
ト
、
衣

類
、
下
着（
２
，
３
組
）、
毛
布
、
レ
ス

キ
ュ
ー
シ
ー
ト（
保
温
シ
ー
ト
）、
携
帯
ラ
ジ

オ
、
予
備
電
池･

マ
ッ
チ
、
ろ
う
そ
く
、
使

い
捨
て
カ
イ
ロ
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

筆
記
用
具（
ノ
ー
ト
、
鉛
筆
な
ど
）、
上
履
き

（
滑
り
や
す
い
た
め
）

小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
家
庭
は
、
粉
ミ
ル

ク
、
哺
乳
瓶
、
紙
お
む
つ
な
ど

　　
飲
料
水
９
リ
ッ
ト
ル（
３
リ
ッ
ト
ル
×
３
日

分
）、
給
水
袋
、
ご
飯（
ア
ル
フ
ァ
米
）４
，
５

食
分
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト　
１
、２
箱
、
板
チ
ョ
コ

２
，
３
枚
、
乾
パ
ン
１
，
２
缶
、
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど

　
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
土
の
う
な
ど
は
各
世
帯

で
備
蓄
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
避
難

所
の
開
設
状
況
を
含
め
、
防
災
行
政
無
線

や
安
全
安
心
メ
ー
ル
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災

な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
地
震
や
風
水
害
な
ど
が
発
生

し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
を
考
え
、
平
時
の
事

前
準
備
お
よ
び
災
害
時
の
避
難
行
動
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。　

　
各
自
で
マ
ス
ク
や
体
温
計
、
使
い
捨
て
ス

リ
ッ
パ
な
ど
の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

非
常
持
ち
出
し
品

自
助
・
共
助
・
公
助
っ
て
？

備
蓄
品(

１
人
分)

避
難
情
報
に
つ
い
て

　
　
　
　
確
認
し
ま
し
ょ
う

避
難
所
混
雑
状
況
が

　
　
　
　
　
確
認
で
き
ま
す

非
常
持
ち
出
し
品
や

備
蓄
品
を
用
意
し
よ
う

　　
市
で
は
避
難
所
が
、
混
雑
ま
た
は
満
員
に

な
っ
て
い
て
、
別
の
避
難
所
に
移
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
状
況
を
避
け
る
た

め
、
混
雑
状
況
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム（
Ｖ
Ａ

Ｃ
Ａ
Ｎ
）を
導
入
し
て
い
ま
す
。
避
難
を
す

る
際
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

避難所混雑状況
見える化サービス

二次元コードで登録できなかった場
合は、
ht tps : // vacan .com/area/
minamiboso-city-evacuation/
evacuation-center/10とアドレス入
力してください。
※i�Phoneの場合は、safari。android

の場合は、chromeで起動するよう
にしてください。

自
助

共
助

公
助

　

災
害
発
生
時
に
、
個
人（
自
助
）、
地
域

（
共
助
）、
公
的
機
関（
公
助
）が
連
携
し
て

災
害
対
応
す
る
こ
と
で
被
害
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
れ
か
一
つ
で
良
い
と

い
う
訳
で
は
な
く
、
全
て
が
大
切
で
す
。

　　
防
災
の
基
本
で
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
非
常
食･

持
出
品
の

用
意
、
自
宅
の
耐
震
化
や
家
具
の
転
倒
防
止

は
自
分
で
備
え
る
も
の
。
自
分
を
守
る
こ
と

で
他
の
人
を
助
け
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　　
自
分
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
も
、
周

り
の
人
と
助
け
合
っ
て
対
処
で
き
る
こ
と
は

多
く
あ
り
ま
す
。
家
族
だ
け
で
な
く
、
近
所

の
人
や
自
主
防
災
組
織
で
助
け
合
い
の
体
制

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
地
区
で
の
防
災
訓
練

も
効
果
的
で
す
。

　

救
助
活
動
、
避
難
所
の
開
設
、
救
援
物

資
の
支
給
や
仮
設
住
宅
の
建
設
な
ど
、
国
や

地
方
公
共
団
体
が
行
う
対
応
で
す
。
災
害
へ

の
備
え
と
し
て
、
避
難
所
の
整
備
や
自
主
防
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南房総・館山地域でAIオンデマンド交通がはじまります。

●�令和5年10月２日（月）より路線バス「平群線」に替わって、車両の小型化を図り、従来のバス停より
ご自宅近くで乗り降りができる予約制の乗合送迎サービス「チョイソコ南房総・館山」を運行いたし
ます。
　※現在運休している路線バス「平群線」は9月30日（土）をもって廃止となります。

チョイソコ南房総・館山のご案内

運行日 運行時間

乗降場所

定　員

会員登録

乗り方

運　賃

運行範囲

どんなサービス？

どうやって使うの？

活用例

ワゴン車が

会員登録

自宅近くの
乗降場所

各地区まで

乗降場所
選択

お買い物（ときわや・おどや九重店・イオン・カインズなど）

通　院（医療センター・三芳病院・富山国保・館山病院など）

乗換え（JR 館山駅・JR 九重駅・医療センター・三芳病院など）

予約に応じ運行

電話予約

令和５年10月２日（月）～
※毎週水・日曜日および祝日は運休します。

８時30分から15時30分まで
（13時から14時の間は運行しない）
※事前予約が必要です。

予約した指定の場所でお待ちください。
※受付時に到着時間をご案内します。

最大８人

無料の会員登録が必要になります。

電話またはWEBからの事前予約制。
予約専用電話　☎29－5713

エリア内の乗降	 １人１回３００円
目的乗降場所への乗降	 １人１回７００円

　　　　　　　　（WEB予約は５００円）

南房総市の三芳地区、富山地区の一部
館山市館野地区および九重地区の一部
※左記運行エリアの範囲参照

※�障害者手帳や運転経歴証明書の提示による割引適用
は半額、小学生は半額、小学生未満は無料となりま
す。

※『チョイソコ』は、株式会社アイシンが展開する「チョイとソコまでごいっしょに」をコンセプトに、交通手段にお困りの人が多いエリア
において、移動手段を提供し、外出機会を増やしていただくことで、健康維持・増進を図っていただくことを目的としたサービスです。

●運行全体に関するお問い合わせ先：南房総・館山地域公共交通活性化協議会事務局
　南房総市企画財政課　☎33－1001・館山市企画課　☎22－3163
●予約・運行に関するお問い合わせ先：鏡浦自動車株式会社（きょうほタクシー）☎29－5512

申込書またはＷＥＢで

※水色文字は、運賃300円で移動可能な乗降場所です。

マップから WEB予約も可
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運賃について運賃について

【目的地別利用例】― 運賃編
◆エリア内の乗降とは、富山地区・三芳地区・館野地区・九重地区内の移動をいいます。

◆目的地乗降場所への乗降とは、富山地区・三芳地区・館野地区・九重地区から目的地乗降場所への移動をいいます。

南房総市富山地区平群エリア

平群線沿線を基本とし、県道
88号線沿いの平群車庫バス
停までの範囲
（犬掛、平久里下・平久里中・吉沢の
一部）

南房総市三芳地区エリア

三芳地区全域
（増間、上滝田、下滝田、千代、三
坂、上堀、下堀、谷向、海老敷、
大学口、山下、川田、明石、本織、
府中、池之内、中、御庄、山名）

館山市九重地区エリア

稲交差点からＪＲ九重駅を
含め、「スーパーときわや」付
近までの範囲

館山市館野地区エリア

国道128号沿線から南房総市
方面のエリアおよび、安房地
域医療センター付近から国道
128号にある稲交差点までの
範囲

目的地乗降場所　●●
イオンタウン館山、ＪＲ館山駅、
カインズ館山店、館山病院、
那古宿バス停
※�目的地乗降場所間のご利用は
できません。

運賃は、　　　から　　への
乗車は、エリア内として
300円、　　から目的地乗
降場所への乗車は、700円
となります。

（WEB予約の場合は500円）

運行エリアの範囲

※当該マップは、「バスマップ」より引用しているため、運行エリアおよび乗降場所は専用パンフレットをご確認ください。

富山国保病院

山名共同館

滝田郵便局前

イオンタウン館山

真門集会所

富山平群コミセン

三芳分庁舎

JR 館山駅

スーパーときわや

安房地域医療センター

安房地域医療センター

カインズ館山店

・通常運賃:300円
・割引適用者:小学生150円
　　　　　障害者手帳提示者150円
　　　　　運転経歴証明書提示者150円

※�上記に南房総市高齢者外出支援バス利用
助成券（1回1枚100円×2）も利用可能

・通常運賃:700円（WEB予約:500円）
・割引適用者:小学生350円（250円）
　　　障害者手帳提示者350円（250円）
　　　運転経歴証明書提示者350円（250円）

※�上記に南房総市高齢者外出支援バス利用
助成券（1回1枚100円×2）も利用可能
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10
月
15
日
に
、
野
島
崎
公
園
ロ
ー
タ
リ
ー

広
場
で「
第
22
回
き
ら
り
楽
し
み
広
場
」を
開

催
し
ま
す
。

　
会
場
で
は
地
元
の
飲
食
店
を
は
じ
め
衣
料

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
が
30

ブ
ー
ス
以
上
並
び
、
竹
馬
な
ど
の
昔
遊
び

や
、
モ
ル
ッ
ク
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ほ

か
、
白
浜
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
や
、
地

元
で
活
動
す
る
団
体
が
太
鼓
演
奏
や
踊
り
な

ど
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
楽
し
み
広
場
と
合
わ
せ
て
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
し
ま
す
。
第
22
回
き
ら
り
楽
し
み

広
場
の
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
人
の
投

票
に
よ
り
入
賞
作
品
を
選
び
、
入
賞
者
に
は

後
日
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
募
集
は
10
月
10
日
ま
で
で
す
。
応
募
で
き

る
人
は
南
房
総
エ
リ
ア
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人
、
白
浜
が
好
き

な
人
で
す
。
詳
細
は

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
「
丸
山
地
区
を
撮
影
し
た
花
の
あ
る
風
景
」

を
テ
ー
マ
に
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
る

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
丸
山

地
区
内
の
花
風
景
を
写
し
た
個
性
あ
ふ
れ

る
、
未
発
表
の
写
真
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
作
品
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
ま
た
は
四
つ
切
、
応

募
点
数
は
一
人
上
限
３
点
と
し
ま
す
。　

　
応
募
用
紙
を
添
え
て
、
10
月
10
日（
火
）ま

で
に
郷
づ
く
り
ま
る
や
ま
事
務
局（
丸
山
地

域
セ
ン
タ
ー
内
）へ
、
ご
持
参
ま
た
は
ご
郵

　
白
浜
地
域
づ
く
り
協
議
会「
き
ら
り
」

	

☎
38 

― 

３
４
６
３

第
22
回
き
ら
り
楽
し
み
広
場
を
開
催
し
ま
す

作
品
募
集
！ 

第
５
回
フ
ラ
ワ
ー
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

令和５年４月開催時の様子

前回一般の部
優勝作品

「空とラムネ」
撮影：星野美里

前回中学生以下の
部優勝作品

「まるで雪の結晶」
撮影：井田柊吾

昨年花華賞（最優秀賞）受賞作品「ヤギも花見」

送
く
だ
さ
い（
当
日
消
印
有
効
）。
応
募
に

は
、
題
名･

氏
名･

住
所･

電
話
番
号･

撮
影
場

所･

作
品
コ
メ
ン
ト
が
必
要
で
す
。
な
お
、

応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中
か
ら
、
入
賞

作
品
を
主
催
者
側
で
選
出
後
、
丸
山
公
民

館
内
に
展
示（
11
月
初
旬
～
12
月
８
日
）し
、

皆
さ
ん
か
ら
の
投
票
に
よ
り
賞
を
決
定
し
ま

す
。
投
票
結
果
は
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
な
ど
で

発
表
し
、
入
賞
者
に
は
賞
品
を
贈
呈
し
ま

す
。

　
そ
の
ほ
か
応
募
に
つ

い
て
の
詳
細
や
応
募
用

紙
は
、
二
次
元
コ
ー
ド

（
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
）

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
郷
づ
く
り
ま
る
や
ま
事
務
局

	

☎
46 

― 

２
３
８
８　

	

〒
２
９
９ 

― 

２
５
９
２

	

南
房
総
市
岩
糸
２
４
８
９

	

丸
山
地
域
セ
ン
タ
ー
内
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令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
の
仕

入
税
額
控
除
の
方
式
と
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
適
格
請
求
書（
イ
ン

ボ
イ
ス
）を
発
行
で
き
る
の
は
、「
適
格
請
求
書

発
行
事
業
者
」に
限
ら
れ
、
こ
の「
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
」に
な
る
た
め
に
は
、
税
務
署

に
登
録
申
請
書
を
提
出
し
、
登
録
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
登
録
を
受
け
る

と
、
課
税
事
業
者
と
し
て
の
消
費
税
の
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

適
格
請
求
書（
イ
ン
ボ
イ
ス
）と
は

　
売
手
が
買
手
に
対
し
て
、
正
確
な
適
用
税

率
や
消
費
税
額
な
ど
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
現
行
の「
区
分
記
載
請
求
書
」

に「
登
録
番
号
」、「
適
用
税
率
」お
よ
び「
消
費

税
額
等
」の
記
載
が
追
加
さ
れ
た
書
類
や

デ
ー
タ
を
い
い
ま
す
。

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式（
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
）と
は

〈
売
手
側
〉

　
売
手
で
あ
る
登
録
事
業
者
は
、
買
手
で
あ

る
取
引
相
手（
課
税
事
業
者
）か
ら
求
め
ら
れ

説
明
会
な
ど
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　

�（
消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組
み
か
ら
知
り

た
い
人
へ
）

と　
き　

　
①
10
月
４
日（
水
）　
10
時
～
11
時

　
②
11
月
２
日（
木
）　
14
時
～
15
時

　
③
12
月
４
日（
月
）　
10
時
～
11
時

※�

各
日
と
も
に
、
前
日
17
時
ま
で
に
電
話
で

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

定
員　
20
人

登
録
要
否
相
談
会

　

�（
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
の
要

否
を
悩
ま
れ
て
い
る
人
へ
個
別
相
談
）

と　
き

　
①
10
月
５
日（
木
）　
10
時
～
15
時

　
　
（
正
午
か
ら
13
時
ま
で
を
除
く
。）

　
②
11
月
７
日（
火
）　
10
時
～
15
時

　
　
（
正
午
か
ら
13
時
ま
で
を
除
く
。）

　
③
12
月
６
日（
水
）　
10
時
～
15
時

　
　
（
正
午
か
ら
13
時
ま
で
を
除
く
。）

※�

各
日
と
も
に
、
２
営
業
日
前
の
17
時
ま
で

に
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�
相
談
開
始
時
間
は
各
回
１
時
間
程
度
と
な

り
ま
す
。（
相
談
開
始
時
間
は
ご
予
約
の
際

に
ご
案
内
し
ま
す
。）

説
明
会
・
相
談
会
の
開
催
場
所　

　
館
山
税
務
署
会
議
室

　
（
千
葉
県
館
山
市
北
条
１
１
６
４
）

た
と
き
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
交
付
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
の
写
し
を

保
存
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
買
手
側
〉

　
買
手
は
仕
入
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る

た
め
に
、
原
則
と
し
て
、
取
引
相
手（
売
手
）

で
あ
る
登
録
事
業
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
イ

ン
ボ
イ
ス（
※
）の
保
存
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

（
※
）�買
手
は
、
自
ら
が
作
成
し
た
仕
入
明
細

書
の
う
ち
、
一
定
の
事
項（
イ
ン
ボ
イ
ス

に
記
載
が
必
要
な
事
項
）が
記
載
さ
れ
取

引
相
手
の
確
認
を
受
け
た
も
の
を
保
存

す
る
こ
と
で
、
仕
入
税
額
控
除
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　
イ
ン
ボ
イ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
２
０ 

― 

２
０
５ 

― 

５
５
３

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
な
ど

を
開
催
し
ま
す

　
館
山
税
務
署
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る

留
意
事
項

　
説
明
会
お
よ
び
相
談
会
は
要
事
前
予
約
制

で
す
。
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
ご

来
場
の
際
に
は
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
連
絡
先
は
上
部
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　
個
人
課
税
部
門　
内
線
42

　
法
人
課
税
部
門　
内
線
33

　
※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
沿
っ
て「
２
」

　
　
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

インボイス制度に
関する情報ガイド

インボイス制度
公表サイト

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

1010
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

月
か
ら
始
ま
り
ま
す

　
館
山
税
務
署

	

☎
22 

― 

０
１
０
１（
代
表
）
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主催：南房総市商工観光部商工課　セミナー運営委託事業者：株株式会社イマクリエ（令和5年度デジタルスキル人材青咸集纂委託）主催：南房総市商工観光部商工課　セミナー運営委託事業者：株株式会社イマクリエ（令和5年度デジタルスキル人材青咸集纂委託）
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　ご自身でマイナポイントの手続きができない人を
対象に、マイナポイント申込時のパソコン操作のお
手伝いをします。

申込みに必要なもの
①マイナンバーカード（２月末までに申請したもの）
②カード取得時に設定した「４桁の暗証番号」
③決裁事業者のカードまたは情報
④公金受取口座情報（本人名義）

窓口にお越しになる際の注意点
※�マイナポイントに関わる登録・申込みは、原則、
ご本人様に行っていただきます。
※�マイナポイントを申込む「決裁サービス」を予め決
めて来庁してください。決済サービスは本人名義
に限りますが、15歳未満のお子さんに限り親名義
の決裁サービスの登録が可能です。
※�すでにマイナポイントの申込み・登録をしている
決裁サービスは、登録できません。
※申込後に決裁サービスの変更はできません。
※�９月29日(金)をもって窓口は終了します。終了間
近は混雑が予想されますのでご了承ください。

　マイナポイントを受け取るためには、９月30日までに「希望するすべてのキャンペーンへの申込み」、「選択
した決済サービスで最大２万円分のチャージ・利用」、「公金受取口座の登録完了(マイナポータルでの手続
き)｣が必要です。公金口座の登録申請から完了まで数日を要する場合があります。また、９月30日以前に
受付終了する決済サービスがありますので、お早めにご申請ください。

マイナポイントの手続終了期限は“令和５年９月末まで”です！

マイナポイント取得支援窓口開設中　≪受付時間≫ 平日9：00 ～11：30、13：00 ～16：30

会　場 問　合　せ
富浦本庁舎（本館） ☎ 080－7025－8146
朝夷行政センター ☎ 070－3237－6406
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認
知
症
と
は
、
記
憶
力
や
判
断
力
の
低
下

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
が
起
こ
り
、
生

活
す
る
う
え
で
支
障
が
あ
る
状
態
が
お
よ
そ

６
か
月
以
上
継
続
し
て
い
る
状
態
を
い
い
ま

す
。

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
る
病
気
で
す
。

国
の
推
計
に
よ
る
と
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

う
ち
、
認
知
症
の
人
は
全
国
で
約
６
０
０
万

人
と
さ
れ
、
令
和
７
年
に
は
、
高
齢
者
の
５

人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。　

　
国
民
の
間
に
広
く
認
知
症
に
つ
い
て
の
関

心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
認
知
症
の
日
を

９
月
21
日
、
認
知
症
月
間
を
同
月
１
日
か
ら

同
月
30
日
ま
で
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
自
身
や
周
囲
の
人

の
た
め
に
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
予

防
の
た
め
の
生
活
習
慣
の
心
掛
け
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

認
知
症
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

よ
っ
て
、
進
行
を
遅
ら
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　
「
こ
れ
っ
て
認
知
症
？
」（
家
族･

介
護
者
向

け
）「
わ
た
し
も
認
知
症
？
」（
本
人
向
け
）

　
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
二
次
元

コ
ー
ド
対
応
の
機
種
を
お
持
ち
の
人
は
、
次

の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
パ
ソ
コ
ン
利
用
の
人
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
認
知
症
を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　
認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト
の
利
用
料

は
無
料
で
す
。　
　

　
た
だ
し
、
通
信
料
金
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

※�

氏
名
・
年
齢
な
ど
の
個
人
情
報
の
入
力
は

一
切
不
要
で
す
。

※�

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
判
定
は
、
医
学
的
診
断

を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
に

か
か
わ
ら
ず
、
心
配
な
人
は
、
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
今
後
、
認
知
症
の
人
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
中
で
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

が
必
要
で
す
。

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」で
は
、

認
知
症
の
原
因
や
症
状
、
接
し
方
や
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
で
き
る
こ
と
な
ど
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
自
分
で
で
き
る

範
囲
で
認
知
症
の
人
を
見
守
り
、
必
要
な
時

に
そ
っ
と
手
を
差
し
伸
べ
る
応
援
者
で
す
。

　
受
講
し
た
人
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
証
で
あ
る「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」と
サ
ポ
ー

タ
ー
証
、
テ
キ
ス
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
企
業
や
学
校
、
地
域
の
み
な
さ
ん
を
対
象

に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
開
催
希
望
の
場

合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

～
家
族
だ
け
で
抱
え
こ
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

分
か
り
合
え
る
居
場
所
が
あ
り
ま
す
～

　
認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
が
気
に
な
る

人
や
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、
地
域
の
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
誰
も
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
場
所
で
す
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
っ
た

ス
タ
ッ
フ
と
相
談
が
で
き
、
憩
い
の
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ど
な
た
も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」

　
そ
の
行
動
が
認
知
症
の
人
を
支
え
る
地
域

の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
へ

認
知
症
は
ど
ん
な
病
気
？

早
期
発
見
が
大
切

認
知
症
は「
他
人
ご
と
」

で
は
な
く「
自
分
ご
と
」

認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
せ
ん
か
？

認知症
チェックサイト

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
開
催

　
高
齢
者
支
援
課

	

☎
36 

― 

１
１
５
２

認
知
症
カ
フ
ェ

お
た
が
い
茶
間
カ
フ
ェ

　（
南
房
総
市
岩
糸
）

　
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
10
時
～
15
時

市
内
の
認
知
症
カ
フ
ェ
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生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
」を
目
標
に
、
認

知
症
ケ
ア
パ
ス
を
、
館
山
市
、
鴨
川
市
、
鋸

南
町
と
共
同
で
作
成
し
ま
し
た
。

　
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
に
は
、
認
知
症
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
知
識
や
、
対
応
方
法
、
知
っ

て
お
き
た
い
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
市
内
に
あ
る
認
知
症
カ

フ
ェ
の
情
報
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
に
関
す
る
介
護
や
福
祉
、
医
療
・

健
康
・
認
知
症
・
権
利
擁
護
な
ど
の
様
々
な

悩
み
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
支
援
課
お
よ
び

お
住
い
の
地
区
の
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
支
援
課　

　
　
　
　
　
☎
36 

― 

１
１
５
２

　
内
房
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
（
富
浦･

富
山･

三
芳
）

　
　
　
　
　
☎
20 

― 

４
５
０
０

　
外
房
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
（
白
浜･

千
倉･

丸
山･

和
田
）

　
　
　
　
　
☎
40 

― 

１
２
７
７

　

市
で
は
、
わ
ん
わ
ん
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
人
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
人

で
、
狂
犬
病
予
防
接
種
を

し
た
愛
犬
と
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
散
歩
し
て
い
る
人

な
ら
ど
な
た
で
も
な
れ
ま

す
。
登
録
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
三
芳

分
庁
舎
高
齢
者
支
援
課
、
本
庁
市
民
課
、

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
地
域
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
登
録
し
た
日
か

ら
活
動
開
始
と
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、「
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣

れ
た
住
ま
い
や
地
域
で
心
豊
か
に
安
心
し
て

し
た
人
が
携
帯
電
話
な
ど
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
、
介
護
者
と
伝
言
板
を
通
じ
て
や

り
取
り
を
し
ま
す
。

支
給
対
象
者　

①�

認
知
症
な
ど
で
行
方
不
明
と
な
り
、
防
災

行
政
無
線
に
よ
り
捜
索
放
送
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
高
齢
者
な
ど

②�

道
に
迷
っ
た
、
家
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
警
察
に
連
絡
ま
た
は

保
護
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
高
齢
者
な
ど

支
給
枚
数

　
対
象
者
１
人
に
つ
き
50
枚

費
用

　
無
料

地
域
で
の
見
守
り

　
見
守
り
シ
ー
ル
が
衣
類
な
ど
に
つ
い
て
い

る
高
齢
者
な
ど
を
発
見
・
保
護
し
た
際
に

は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
早
期

発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
愛
犬
と
お
散
歩
し
な
が
ら
子
ど
も
達
や
気

に
な
る
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
日
頃
の
愛
犬

と
の
散
歩
の
際
に
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル

グ
ッ
ズ（
わ
ん
パ
ト
標
）を
装
着
し
な
が
ら
、

気
軽
に
子
ど
も
達
や
気
に
な
る
高
齢
者
な
ど

の
地
域
の
見
守
り
活
動
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。

※�

状
況
に
応
じ
て
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※�

市
で
は
認
知
症
カ
フ
ェ
を
自
主
的
に
運
営

す
る
団
体
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
業
見
守
り
シ
ー
ル
と
は

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
シ
ー
ル
を
、
高
齢
者
な

ど
の
衣
類
、
靴
そ
の
ほ
か
の
持
ち
物
な
ど
に

貼
っ
て
使
用
し
ま
す
。

　
行
方
不
明
と
な
っ
た
高
齢
者
な
ど
を
発
見

わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

認
知
症
ケ
ア
パ
ス

認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

お
か
げ
茶
間
サ
ロ
ン

　（
南
房
総
市
宮
下
）

　
毎
月
第
１
金
曜
日
10
時
～
14
時

わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

高
齢
者
な
ど
の

見
守
り
シ
ー
ル
の
支
給
事
業
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　国内には病気やけがの治療のため、輸血を必要とする方が年間で約１００万人いると
言われています。血液は、栄養や酸素の運搬、免疫など人間の生命を維持するために不可欠です。現在
血液の機能を完全に代替えできる手段はないため、医療において輸血は欠かすことができない治療法と
なっています。皆さんの献血が輸血医療を支えています。

※受付終了時間の変更がある可能性があります。各月のお知らせ版などでご確認ください。

～献血についての問い合わせ先～
千葉県赤十字血液センター　☎０４７－４５７－０７１１

【今年度３月までの予定】　
と　き ところ

10月20日（金）
10：00 ～ 11：30 丸山公民館隣児童体育館
13：30 ～ 16：00 三芳農村環境改善センター

11月16日（木） 10：00 ～ 11：45
13：30 ～ 16：00 南房総市役所　本庁別館１

　２月16日（金）
10：00 ～ 11：30 丸山公民館隣児童体育館
13：30 ～ 16：00 三芳農村環境改善センター

　３月22日（金） 10：00 ～ 11：45
10：30 ～ 16：00 南房総市役所　本庁別館１

健康推進課健康推進課 36-115436-1154

献血はいのちのリレー！献血はいのちのリレー！

ご協力をお願いします！ご協力をお願いします！

献血ルームや献血バスなどで献血の
受付をします。

献血
場所へ

製造
・

保管

問診

献血 検査

供給

当日の体調や薬を飲んでいないか
などを問診します。

全血献血と成分献血の
いずれかで献血をします。

血液型や感染症の
有無を検査します。

血液の成分ごとに分けて
血液製剤を製造します。
製造後、冷蔵庫や冷凍庫
の中で保管します。

いつでも医療機関からの要請
に応じられるよう、24時間体
制で供給しています。

《血液のゆくえ》

ご支援よろしく
お 願 いしま す

体重50ｋｇ以上
なら400ｍｌ
ＯＫです。
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　令和５年９月20日から、オミクロン株（XBB.1.5）に対応した「令和５年秋開始接種」が始まります。
　「令和５年秋開始接種」は、初回接種（1・2回目）が終了した全ての人が対象になります。新型コロナウイル
スに感染した場合の重症化予防を目的としているため、特に65歳以上の高齢者や基礎疾患のある人は接種に
ついてご検討ください。
【接種実施期間】
　　令和５年９月20日（水）～令和６年３月31日（日）
【接種対象者】
　　初回接種（1・2回目）が終了し、前回接種から３か月以上経過した人。
　　※�乳幼児用ワクチン（生後６か月～4歳用）は3回接種で初回接種が終

了となります。
　　　初回接種がまだの人は、まずは初回接種を受けてください。
【接種費用】
　　無料（全額公費負担）
【接種券の送付について】

【使用ワクチン】
　ファイザー社またはモデルナ社のオミクロン株XBB.1.5対応１価ワクチンを使用します。
【接種方法】
　安房郡市内の新型コロナワクチン接種実施医療機関での個別接種です。接種は予約制となります。

【接種券の再発行などについて】
　接種券を紛失したときや、南房総市へ転入してきたときは、接種券の発行手続きが必要です。
　健康推進課予防係新型コロナワクチン担当（☎２９－５８４２）までお問い合わせください。

新型コロナワクチン　「令和５年秋開始接種」のお知らせ

◆接種券発送スケジュール（Ｒ５. ８.10 時点）

前回接種日 接種券の送付

～令和５年 5月 7日まで
接種券送付済
お手元にある未使用の接種券を使用してください
※紛失した場合は、再発行の手続きが必要です。

令和５年５月８日以降
令和５年９月上旬以降、順次発送予定
　　※前回接種から概ね３か月後を目安に週１回のペースで
　　　発送します。

　※発送スケジュールは、変更になる場合があります。

＜南房総市内の令和５年秋開始接種実施医療機関一覧＞

生方内科クリニック 原診療所 南房総市立富山国保病院
若林医院 南房総ファミリアクリニック 三芳病院
白浜中央医院 和穎医院 鈴木医院
七浦診療所 野﨑医院 花の谷クリニック
松永医院 青木内科クリニック 石井クリニック
中原病院 間宮医院  

※館山市、鴨川市、鋸南町の実施医療機関の情報は、各市町のホームページをご確認ください。
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高
等
工
科
学
校

　
技
術
的
な
識
能
を
有
し
、
知
徳
体
を
兼
ね

備
え
た
伸
展
性
あ
る
陸
上
自
衛
官
を
育
成
す

る
た
め
の
陸
上
自
衛
隊
の
学
校
で
す
。

応
募
資
格　

　
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の
人

受
付
期
間
／
令
和
５
年
10
月
１
日（
日
）～

		


令
和
６
年
１
月
５
日（
金
）

一
次
試
験
／
令
和
６
年
１
月
13
日（
土
）

二
次
試
験
／
令
和
６
年
１
月
27
日（
土
）

一
般
曹
候
補
生

　

陸
上･

海
上･

航
空
自
衛
隊
の
曹
と
な
る
自

衛
官
を
養
成
す
る
制
度
で
す
。

応
募
資
格

　
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33

歳
未
満
の
人

受
付
期
限
／
令
和
５
年
11
月
30
日（
木
）ま
で

一
次
試
験
／
令
和
５
年
12
月
９
日（
土
）

二
次
試
験
／
令
和
６
年
１
月
10
日（
水
）

自
衛
官
候
補
生

　

入
隊
か
ら
３
か
月
後
、
２
等
陸･

海･

空
士

自
衛
官
に
な
る
最
も
一
般
的
な
コ
ー
ス
で
す
。

応
募
資
格

　

�

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33

歳
未
満
の
人

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
、
一
般

曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生
を

募
集

危
険
物
取
扱
者
試
験

「
住
宅・
土
地
統
計
調
査
」を

実
施
し
ま
す

受
付
期
間

　

随
時
募
集
中
で
す
。
詳
し
く
は
千
葉
地
方

協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。　

　

　

�

自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本
部
木
更
津
地
域

事
務
所　

　
☎
０
４
３
８ 

― 

23 

― 

５
７
３
４

　
☎
０
９
０ 

― 

９
９
５
８ 

― 

８
８
５
１

と　
き
／
11
月
19
日（
日
）

と
こ
ろ
／
県
立
館
山
総
合
高
校

受
験
料
／
甲
種
６
，
６
０
０
円

		

乙
種
４
，
６
０
０
円

		


丙
種
３
，
７
０
０
円

申
込
み
／
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
千
葉
県
支
部

願
書
受
付
／　

電
子
申
請
：
９
月
11
日（
月
）～
９
月
29
日（
金
）

書
面
申
請
：
９
月
14
日（
木
）～
10
月
２
日（
月
）

　
　
　
　
　
（
土･

日･

祝
日
を
除
く
）

関
連  

試
験
の
た
め
の
受
験
者
講
習
会

と　
き
／
10
月
19
日（
木
）

と
こ
ろ
／
館
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

受
講
料
／
６
，
５
０
０
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
２
，
８
０
０
円
含
む
）

※�

乙
種
第
４
類
問
題
集
は
別
売（
１
，
７
０
０

円
）

　
人
が
居
住
す
る
建
物
や
世
帯
な
ど
に
関
す
る

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
住
生
活
に
関
連
す
る
施

策
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
10
月
１
日
現
在

で
住
宅･

土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
９
月
中
旬
か
ら
、「
調
査
員
証
」を
携
行
し
た

調
査
員
が
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
伺
い
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
よ
り
簡
単
便
利
に
回
答
す

る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
調
査

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
企
画
財
政
課　
☎
33 

― 

１
０
０
１

受
付
期
間
／
９
月
19
日（
火
）～
10
月
６
日（
金
） 

　
　
　
　
　
（
土･

日･

祝
日
を
除
く
）

願
書
配
布
お
よ
び
受
験
者
講
習
会
受
付
場
所

　
安
房
郡
市
消
防
本
部 

予
防
課
、

　
鴨
川
消
防
署･

千
倉
分
署･

鋸
南
分
署

※�

鴨
川
消
防
署
、
千
倉
分
署
お
よ
び
鋸
南
分

署
は
、
災
害
出
動
時
な
ど
は
講
習
会
受
付
お

よ
び
願
書
配
布
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

（
共
通
）　
安
房
郡
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
☎
22 

― 

２
２
３
４
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　市では年２回、奨学金の貸付者の募集を行って
います。
募集の流れ
・11月末を締切とし、12月中旬に審査
・結果を仮決定扱いとし申請者に速やかに通知
・�３月末までに申請者から進学先を確認し、本決
定を通知

・�新年度（4月）より貸付を開始
※２次募集は２月に募集を開始します。
＜申請条件＞
・�南房総市に住所を有し、引き続き1年以上居住
している人または同市に住所を1年以上居住し
ている子弟であること

・�学業成績優秀な品行方正で心身強健な人
・�経済的理由により修学困難な者または学費支出
の困難な世帯の子ども
＜貸付金額＞
　高校生などは月額２万円以内、大学生などは月
額４万円以内です。
　さらに大学生などは入学時の1回に限り入学支
度金最大30万円を別途貸付できます。
　高校生などに中等教育学校の後期課程、高等専
門学校ならびに専修学校の高等課程を含みます。
　また、大学生などに専修学校の専門課程、短期
大学ならびに大学院を含みます。

奨学金の新規貸付者募集 経済的な理由などにより、高校や大学などへの進学が
困難な人に対して無利子で学資の貸付を行っています

＜貸付期間＞
　正規の修学期間とします。
　例えば、４年生の学校であれば期間は４年間で
す。医療薬学系の場合はその修学期間の長さに応
じて、例えば５年または６年となります。
　留学や病気などにより休学する場合は一時的に
貸付を停止し、復学した時点で再開します。
＜貸付方法＞
　毎月20日（休日などの場合は金融機関の前営業
日）に当該月分を指定の口座にお振込みします。
＜返還方法＞
　貸付期間が終了した後、１年間の猶予期間があ
ります。その後、貸付の２倍の期間で返還します。
　返還利息は無利子ですが、遅延があった場合は
この限りではありません。
 ＜申請方法＞
　次の書類をご提出ください。詳細はお問い合わ
せいただくか、市ホームページをご覧ください。
・�奨学資金貸付申請書
・�調査書
・�連帯保証人の印鑑証明証
・�世帯員で収入のある人全員の所得証明書
・�入学通知または在学証明書
　教育総務課　☎４６－２９６１

　
丸
の
城
山
と
は
、
丸
山
町
丸ま
る
ほ
ん
ご
う

本
郷
字あ
ざ

清し
み
ず水
の
安あ
ん
ら
く
じ

楽
寺
背
後

に
あ
る
山さ
ん
ち



地
の
こ
と
で
、
中ち
ゅ
う
せ
い世（
鎌か
ま
く
ら
ば
く
ふ

倉
幕
府
の
成せ
い
り
つ立
か
ら

室む
ろ
ま
ち
ば
く
ふ

町
幕
府
の
滅め
つ
ぼ
う亡
ま
で
）の
丸ま
る
じ
ょ
う
し

城
址
で
す
。

　
古こ

ず図
に
堀ほ
り
じ
り尻
と
記
さ
れ
て
い
る
地
点
の
道
路
か
ら
、
西
側

の
台だ
い
ち地
へ
急き
ゅ
う
は
ん坂を
登
る
と
、
や
が
て
平
ら
な
道
と
な
り
ま
す

が
、
安
楽
寺
か
ら
の
道
と
合
流
す
る
あ
た
り
で
再
び
急
坂
に

な
り
、
そ
の
あ
た
り
の
両
側
が
深
く
切
り
割
っ
た
崖
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
そ
こ
が
、
敵
の
侵
入
を
阻は
ば

む
場
所
の
1
つ
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
上
部
は
馬
場
と
呼
ば
れ
、
幅
広
い
平
地
を
段
状
に
積

み
重
ね
た
地
形
で
、
最
高
部
が
城
址（
本
丸
）で
、
そ
の
あ
た

り
が
海か
い
ば
つ抜
一
〇
一
．
四
メ
ー
ト
ル
で
す
。
城
址
の
平
地
は

要よ
う
が
い害
と
呼
ば
れ
、
そ
の
西
隅
に
は
、
丸ま
る
ご
ろ
う
べ
い
の
ぶ
と
し

五
郎
平
信
俊
の
霊
を

祀ま
つ
る
城
山
社
が
あ
り
ま
す
。（
境
内
地
面
積
・
公
称
五
〇
坪
）

　
城
主
で
あ
っ
た
丸
氏
が
平
時
に
住
む
居き
ょ
か
ん館
は
、
現
在
の
安

楽
寺
の
あ
る
位
置
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
一い
っ
ち
ょ
う朝こ
と

あ
る
と
き
は
、
背
後
の
山
城
に
拠よ

っ
て
、
連
絡
や
警
備
に
当

た
り
、
あ
る
い
は
敵
を
迎
え
撃
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
ま
す
。

「丸
まる
の城
じょうやま
山」

第 208話
生
いくいな
稲謹
きん
爾
じ
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7
月
28
日（
金
）に
南
房
総
市
水
道
事
業
経

営
審
議
会（
委
員
10
人
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
審
議
会
委
員
の
委
嘱
状
の
交

付
を
行
い
、
会
長
、
副
会
長
の
選
出
を
行
い

ま
し
た
。

水
道
事
業
経
営
審
議
会
委
員
紹
介     

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
会
長　

 

石
井　
教
宇（
市
議
会
議
員
）

　
副
会
長 

宇
山　
章
人（
学
識
経
験
者
）

　
委
員　

 

山
田　
一
洋（
市
議
会
議
員
）

　
委
員　

 

神
作　
紀
史（
市
議
会
議
員
）

　
委
員　

 

清
宮　
信
英（
学
識
経
験
者
）

　
委
員　

 

角
田　
厚
子（
学
識
経
験
者
）

　
委
員　

 

髙
倉　
か
つ
江（
学
識
経
験
者
）

　
委
員　

 

尾
形　
　
茂（
水
道
使
用
者
）

　
委
員　

 

川
﨑　
一
夫（
水
道
使
用
者
）

　
委
員　

 

宇
山　
久
男（
水
道
使
用
者
）

　

そ
の
後
、
市
長
よ
り
、「
水
道
料
金
の
改
定

に
つ
い
て
審
議
会
の
意
見
を
伺
い
た
い
」と
、

石
井
会
長
に
諮
問
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
第
1
回
目
の
審
議
会
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
南
房
総
市
水
道
事
業（
以
下「
市
営

水
道
」と
い
う
。）の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、

水
道
局
よ
り
説
明
を
行
い
、
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

南
房
総
市
水
道
事
業
経
営
審
議

会
を
開
催
し
ま
し
た

　

審
議
会
は
計
４
回
行
い
、
審
議
結
果
の
答

申
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

諮
問
の
背
景 

　

市
営
水
道
は
、
平
成
18
年
３
月
20
日
の
町

村
合
併
に
よ
り
新
た
に
創
設
さ
れ
、
水
道
施

設
の
老
朽
化
改
修
、
管
路
の
耐
震
化
な
ど

様
々
な
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
安
心
安
全

な
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

平
成
29
年
３
月
に
は「
水
道
事
業
経
営
戦

略
」を
策
定
し
て
経
営
基
盤
の
見
直
し
を
進

め
、
平
成
30
年
４
月
１
日
に
南
房
総
市
水
道

事
業
経
営
審
議
会
で
の
料
金
収
入
を
平
均

５
％
増
加
さ
せ
る
答
申
に
基
づ
き
、
水
道
料

金
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
給
水
人
口
の
長
期
的
な
減
少
予

測
や
、
節
水
意
識
の
高
ま
り
に
よ
り
水
道
料

金
収
入
は
長
期
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
物
価
の
高
騰
に
よ
り
、
施
設
の
維

持
・
更
新
費
用
も
増
大
す
る
傾
向
で
水
道
事

業
の
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
持
続
可
能
な
水
道
事

業
経
営
を
行
い
、
上
水
道
の
安
定
供
給
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
水
道
料
金
を
改
定
し
、

経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
と
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。　

　
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
内
に
15
％
程
度

増
の
料
金
改
定
を
想
定
し
、
審
議
会
の
意
見

を
伺
う
も
の
で
す
。

諮問書を石井会長に渡す石井市長
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水
道
メ
ー
タ
ー
は
計
量
法
に
よ
り
、
８

年
ご
と
に
交
換
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
市
営
水
道･

三
芳
水
道
企
業
団
で
は
、
対

象
と
な
る
水
道
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
指

定
工
事
業
者
が
敷
地
内
に
立
ち
入
り
、
交

換
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解･

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
交
換
費
用
は
無

料
で
す
。

市
営
水
道

　
（
富
山･

白
浜･

千
倉･

丸
山･

和
田
地
区
）

期　
間　

�

10
月
１
日（
日
）～
10
月
31
日（
火
）

　
水
道
局
総
務
係　
☎
44 

― 

４
６
１
１

三
芳
水
道
企
業
団（
富
浦･

三
芳
地
区
）

期　
間　
10
月
下
旬
か
ら
1
か
月
間

　
三
芳
水
道
企
業
団
業
務
係

	

☎
22 

― 

３
７
８
２

水
道
料
金
の
納
付

　

水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん
の
水
道
料
金
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
道
料
金
が
納
期

限
内
に
支
払
わ
れ
な
い
場
合
は
、
督
促
状

や
給
水
停
止
予
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

未
納
の
場
合
、
や
む
を
得
ず
給
水
を
停
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

水
道
料
金
は
、
２
か
月
に
一
回
の
請
求

に
な
り
ま
す
。
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年

金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が
一
定

基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。
受
け
取
り
に
は
請
求
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
人

【
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
】

※�

以
下
、
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

納
付
方
法

市
営
水
道

　
（
富
山･

白
浜･

千
倉･

丸
山･

和
田
地
区
）

口
座
振
替
／�

検
針
月
の
翌
月
20
日（
金
融
機

関
が
休
業
日
の
場
合
は
翌
営

業
日
）に
振
り
替
え
ま
す
。

窓
口
納
付
／�

検
針
月
の
翌
月
に
納
入
通
知

書（
請
求
書
）を
郵
送
し
ま
す
。

　

納
付
先
は
、
水
道
局（
朝
夷
行
政
セ
ン

タ
ー
内
）、
市
役
所
本
庁･

各
地
域
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
金
融
機
関
窓
口
で
す
。

　
水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
44 

― 

５
９
５
９

三
芳
水
道
企
業
団（
富
浦･

三
芳
地
区
）

口
座
振
替
／�
検
針
月
の
翌
月
25
日（
金
融
機

関
が
休
業
日
の
場
合
は
翌
営

業
日
）に
振
り
替
え
ま
す
。

窓
口
納
付
／�

検
針
月
の
翌
月
に
納
入
通
知

書（
請
求
書
）を
郵
送
し
ま
す
。

　

納
付
先
は
、
企
業
団
事
務
所
、
金
融
機

関
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ま

た
は
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
す
。

　
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

	

☎
25 

― 

７
３
１
１

水
道
メ
ー
タ
ー
で
漏
水
の
点
検
を

　

水
道
使
用
量
が
急
に
増
え
る
原
因
の
一

つ
に
漏
水
が
あ
り
ま
す
。

　

漏
水
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
で
確
認
で
き

ま
す
の
で
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
道
使
用
量
が
多
い
事
業
所
な
ど
は
、

毎
日
、
決
ま
っ
た
時
間
に
メ
ー
タ
ー
で
水

水
道
メ
ー
タ
ー
の

　
交
換
を
行
な
い
ま
す

年
金
生
活
者
支
援給

付
金
制
度

道
使
用
量
を
確
認
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

漏
水
確
認
方
法

１
．�

家
庭
内
の
蛇
口
を
全
部
締
め
た
状
態

に
す
る
。

２
．�

水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク

（
写
真
参
照
）が
、
わ
ず
か
で
も
回
っ

て
い
れ
ば
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
指
定
工
事
業
者
に
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
が
あ
り
ま
す

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・�

世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税
と
な
っ

て
い
る

・�

年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が

約
88
万
円
以
下
で
あ
る

【
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
】

・�

前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
２
万
円
以
下
で

あ
る

手
続
き
方
法

　
対
象
と
な
る
人
に
は
、
９
月
初
旬
頃
よ
り

日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
可
能
な
旨
の
お
知

ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
同
封
さ
れ
て
い
る

は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ポ
ス
ト
へ

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
令
和
６
年
１
月
４
日

ま
で
に
請
求
手
続
き
が
完
了
す
る
と
、
令
和

５
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
年
金
を
受
給
し
始
め
る

人
は
、
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金

事
務
所
ま
た
は
市
役
所
で
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
電
話
で
家
族
構
成
や
金
融
機
関
の
口

座
番
号･

暗
証
番
号
を
聞
い
た
り
、
手
数

料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
０
５
７
０ 

― 

05 

― 

４
０
９
２
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市
の
建
設
工
事
、
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
物
品
の
購
入
、
業
務
委
託
の
入
札
に
参
加

す
る
に
は
、「
南
房
総
市
入
札
参
加
業
者
資
格
者

名
簿
」に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
市
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
お
よ
び
、

す
で
に
入
札
参
加
資
格
が
あ
る
人
で
、
引
き
続

き
入
札
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
令
和
６・７

年
度
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
9
月
15
日（
金
）～
11
月
15
日（
水
）（
17
時
必
着
）

申
請
方
法

　
「
ち
ば
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
」か
ら
電
子
申
請

を
行
い
、
添
付
書
類
を
添
え
て
申
請
書
を
千
葉

県
電
子
自
治
体
共
同
運
営
協
議
会
の
共
同
受

付
窓
口
へ
送
付
し
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、「
ち
ば

電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
掲

載
さ
れ
て
い
る「
令
和
６・７
年
度
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
先　

　
共
同
受
付
窓
口　

　
〒
２
６
０ 

― 

０
８
５
５

　
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
１
番
１
号　

　
千
葉
県
庁
南
庁
舎
２
階 

　
千
葉
県
電
子
自
治
体
共
同
運
営
協
議
会

名
簿
有
効
期
間

　
令
和
６
年
４
月
1
日
～
令
和
８
年
３
月
31
日

　
管
財
契
約
課　
☎ 

33 

― 

１
０
２
２

令
和
６・
７
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

　
８
月
１
日
、
農
業
支
援
ス
タ
ッ
フ（
農
業
研

修
生
）と
し
て
村
本
昌
彦
さ
ん（
43
歳
）を
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。
村
本

さ
ん
は
枇
杷
の
栽
培
技
術
な
ど
の
研
修
を
行
い

ま
す
。

　

村
本
さ
ん
は
横
浜
市
出
身
、
こ
れ
ま
で
農

業
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
飲
食
店
を
経
営

し
て
い
た
経
験
を
活
か
し
、
生
産
し
た
農
産
物

の
販
売
や
加
工
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

南
房
総
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
以
前
か
ら
南
房
総
市
に
は
来
た
こ
と
が
あ

り
、
自
然
と
人
柄
が
良
い
地
域
と
感
じ
て
い
ま

す
。
農
業
は
ま
っ
た
く
経
験
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　

８
月
11
日
、
新
し
く
着
任
す
る
外
国
語
指

導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）の
３
人
が
教
育
委
員
会
に
来

庁
し
ま
し
た
。

　

タ
ル
ン
・
セ
テ
ィ
さ
ん（
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン

ド
ン
出
身
）は
富
山
中
に
、
ア
ン
ナ
マ
リ
ア
・

ト
レ
ス
さ
ん（
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
出
身
）は
富
浦
中
に
、
ク
レ
イ
グ
・
ラ
イ
さ

ん（
南
ア
フ
リ
カ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
）は
白
浜

中
に
そ
れ
ぞ
れ
勤
務
し
、
英
語
授
業
の
助
手

や
小
学
校
で
の
英
語
指
導
を
行
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
委
嘱

新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
３
人
が

　
　
　
　
着
任
し
ま
し
た

石井市長と村本昌彦さん

勉
強
し
な
が
ら
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
農
業
技
術
や
加
工
技
術
を
一
定
期
間
学
ぶ
こ

と
で
協
力
隊
任
期
終
了
後
の
就
農
を
目
指
し

ま
す
。

左から、タルン・セティさん、アンナマリ
ア・トレスさん、クレイグ・ライさん

有料広告有料広告
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掲
示
板 　この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよい

まちづくりや、地域住民の福祉向上のために使われ
ます。ぜひ千葉県内の宝くじ売り場でご購入くださ
い。また、「ハロウィンジャンボミニ」も同時発売され
ます。
賞　金
・１等前後賞合わせて５億円
　（発売総額３６０億円、12ユニットの場合）
・�「ハロウィンジャンボミニ」１等前後賞合わせて
５０００万円（発売総額１５０億円、５ユニットの
場合）
発売期間／９月20日（水）～10月20日（金）
発売単価／�１枚３００円　抽せん日／10月27日（金）
　みずほ銀行宝くじコールセンター

　　☎０５７０－０１－１１９２（ナビダイヤル）

　ハロウィンジャンボ宝くじが
発売されます

　調査は水道局が委託した調査員が行いますが、水
道局が発行した身分証明書を携帯し、「漏水調査」と
書いてある腕章を着用しています。水道メーターな
どを調べるため、敷地内に立ち入ることがあります
が、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、調査員は他の調査を勧めることや、費用の
請求、物品などの販売および勧誘は絶対に行いませ
ん。不審な点がある場合は問い合わせ先までご連絡
ください。
調査地区
　白浜地区の全域および富山、和田、丸山、千倉地
区の一部
調査期間
　令和５年９月から令和６年１月まで
　水道局　☎４４－４６１１

　地域住民配分用として捕獲した鯨の冷凍肉を市が
購入し、有料配布を行います。
予約期間／９月19日（火）～９月21日（木）
　　　　　９：00～16：00
配布期間／９月26日（火）～９月28日（木）
　　　　　９：00～16：00
価格／イワシ鯨赤肉１級（冷凍）２，９２０円／㎏
配布限度量／１世帯あたり５㎏まで
　　　　　　※�捕獲量に限りがあるため、先着順に

より有料配布します。
予約・有料配布事業所
　千倉水産加工業協同組合　☎４４－１８１１

　南房総農業支援センターと千葉県有機農業推進
協議会が連携し、有機農業に取り組む農業者やオー
ガニック栽培に興味のある人を対象に緑肥について
研修会を開催します。
と　き／10月４日（水）　14：00～16：00
		  （受付13：30～）
ところ／南房総市役所別館１　大会議室
内　容／・緑肥の土づくり効果
		  ・緑肥の種類と特徴
		  ・緑肥の使い方
講　師／雪印種苗（株）東日本園芸課
定　員／30人　　参加料／無料
申込期限／９月29日（金）

　 　（一財）南房総農業支援センター
　　  　☎２８－４５９５

と　き／10月４日（水）　10：00～15：00
ところ／�菜の花ホール（館山市北条１７３５、中央公

園脇）
予約受付／�９月25日（月）～28日（木）の10：00～

15：00
相談例／�不動産登記、会社登記、相続・遺言、成

年後見、借金の法律相談
　 　嶋津事務所　☎０４－７０９４－２６３０

水道管の漏水調査を実施します

鯨肉を有料配布します
有機農業研修会を開催します

司法書士による法律相談を開催します

有料広告

有料広告
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　沓見にある莫越山神社では、毎年９月中旬に館山市の
鶴
つるがやはちまんぐう
谷八幡宮で行われる安

あ わ こ く し さ い
房国司祭（安房やわたんまち）

に合わせ、「神酒造り神事」と呼ばれる清
せいしゅ
酒を醸

じょうぞう
造する

神事が行われています。
　神酒造りは神社に隣接する宮司宅で、宮司と神社役員

により、８月の上旬から始められ、酒
しゅぼ
母（酒のもとになる酵

こうぼ
母）をつくる「酛

もとたて
立」や、酒母に蒸

む
し米・米

こめこうじ
麹・水を

加えて醪
もろみ
を仕込む「掛

かけ
」などの工程を経て、ひと月以上かけて醸造されます。そして、安房やわたんまちの２日前に、
熟成した醪から清酒の絞り出しが行われます。酒

さかふね
船という道具で

丸一日かけて絞り出された清酒は、国税庁の検査を受けたあと、
30本以上の一

いっしょうびん
升瓶に詰められます。完成した清酒は、鶴谷八幡

宮に奉納されるほか、同祭礼に参加する莫越山神社の神
みこし
輿の担ぎ

手などに振舞われます。
　神社での清酒醸造は、かつて全国各地で行われていたといいま
すが、明治８年（1875）に国の許可が必要になって以降、多くが
廃止されました。現在、醸造の免許を所持している神社は、莫越
山神社を含めて全国に４社しかありません。

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
９
月
号

令
和
５
年
9
月
14
日
発
行
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シリーズシリーズ

富津・館山・南房総・鋸南富津・館山・南房総・鋸南
求む！ 土地・建物 売り物件求む！ 土地・建物 売り物件！！

全国的に珍しいお神酒をつくる神事

　
・�関係者以外非公開公開・マナーを守って楽しく見学しましょう。

・�見学する時は、所有者・管理者の指示に必ず従ってください。

酒船による絞り出し 酛立の作業

市指定無形民俗文化財市指定無形民俗文化財

所在地／沓
く つ み

見２４１（丸山地区）
伝承者／莫

なこしやまじんじゃ
越山神社

神 酒 造 り 神 事
み   き  づく し ん じ


